
欧米経済史
第4回　国際金本位制（第３章）



今週の内容:国際金本位制
（第３章）

Sec.1 多角的・貿易決済システム

Sec.2 国際金本位制

Sec.3 インドーイギリス帝国の「王冠の宝石」

国際通貨システムの理解②国際通貨とは？



Sec.1 多角的・貿易決済シス
テム

「イギリス産業の競争的地位の後退はイギリス資本主
義の世界的な指導権の喪失を意味したのか？」



従来の考え方

１９世紀中葉ー「世界の工場」イギリス

１９世紀末から２０世紀初頭にかけて産業衰退

→イギリスーミドルパワーに転落



近年の再評価

多角的通商決済の中心としてのイギリスの地位

ソウル（１９６０年）１８世紀中葉の多角的決済

１９世紀末から２０世紀初頭にかけてのイギリスを中
心とした世界経済ー複数の中心工業国と周辺農業地
帯をネットワーク状に世界的規模の多角的決済シス
テム



多角的決済システム

イギリスー対欧州・アメリカ貿易ー入超

　　　　ー対インド・オーストラリアー貿易黒字

アメリカー貿易収支（対英・欧州）ー出超

　　　　　貿易外収支ー支払い勘定



「ポンド体制
1880s-WWI」
イギリスは貿易収支上の巨額な赤字にかかわらず利
子・サービスなどの貿易外勘定受け取りよって膨大
な海外投資を継続

「世界の工場」から「世界の銀行」へ

ロンドン金融市場（シティ）における海外投資発行
の媒介者であったマーチャントバンカーに担われ
る。



ロンドン金融市場①

豊富な資金を世界一安い利率で借り入れることが可
能。

ロンドン経由による貿易金融のコストも最も安かっ
た。



ロンドン金融市場②

世界の貿易は、ロンドン宛手形で決済

イギリスはイングランド銀行を頂点とするロンドン
金融市場の機能を通じて国際決済資金の収縮と膨張
を調整する世界貿易の統括者の役割を果たした。



Sec.2 国際金本位制

金本位制のメカニズム

①金の自由鋳造

②金の自由熔解

③金の自由輸出入

④金の自由兌換



兌換制下の為替相場

兌換制下では為替相場は平価を中心として上下、金
の輸出入点内の狭い範囲で変動する。



金本位制の種類

①金貨本位制

②金地金本位制・金塊本位制

③金為替本位制



国際通貨システムの理解①

時期区分

①国際金本位制(1880-1914年）

②再建国際金本位制(1925-1931年）

③大恐慌と通貨ブロック(1931-1936年）

④ブレトン・ウッズ体制（1945-71年）



（続）

⑤1960年代のドル危機と国際通貨制度改革

⑥変動為替レート下の「ドル本位制」(1971-1985
年）

⑦プラザ合意以後のマクロ政策協調(1985年ー）



民間レベルの国際通貨の三つの機能

①貿易取引における契約通貨

②為替銀行の国際決済における取引通貨、為替媒介
通貨（第三国貿易に用いられる）

③国際金融資本市場における投資通貨



基軸通貨と金

基軸通貨ー公的に３つの機能を有する通貨

①基準通貨ー国民通貨を平価表示に使用

②介入通貨ー平価固定のために外国為替市場で平衡
操作をおこなう。

③準備通貨ー平衡操作実施するために保有



国際通貨システムの３類型

①国際金本位制

②ブレトン・ウッズ体制

③「ドル本位」制



国際金本位制下の国際決済

イギリスを起点とし再びイギリスに還流してくる資金
循環

イギリス→貿易決済資金→欧州・米

欧州・米→インド等周辺農業諸国からの一次農産物
からの輸入決済

インドからの植民地収奪（国際収支上の安全弁）



Sec.3 インドーイギリス帝
国の「王冠の宝石」
本国費ーインド歳出の３割（ポンド建て）

→銀価格下落→ルピー下落→負担増

ボーア戦争ールピー銀貨鋳造収益をロンドンに送金

1898年、金準備紙幣法）イングランド銀行にイヤ
マーク



インド省証券

インドー在ロンドン資産はロンドンにストックされ
る。

インド省証券ーインド貿易黒字に応じて販売され、
インドからの金流出防止手段として機能。

インドの多角的貿易決済網への編入とロンドン金融
市場を中心とする国際金融メカニズムが確率



次週の内容

第４章　ドーズ案


